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田
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郷
土
の
会
４
班
は
7
月
12
日
、
久
喜
市
の
提
燈

祭
り
を
見
物
し
ま
し
た
。
祭
り
に
多
額
の
寄
付
を
し

て
い
る
野
村
さ
ん
の
発
案
で
す
。
午
後
2
時
か
ら
9

時
30
分
ま
で
お
祭
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。
昼
間
は
人

形
飾
り
、
夜
は
提
燈
飾
り
と
変
化
さ
せ
市
内
の
山
車

7
台
が
駅
前
に
集
合
、
そ
れ
は
賑
や
か
で
活
気
あ
る

お
祭
り
で
し
た
。
4
班
行
事
で
す
か
ら
夕
食
は
「
イ

タ
リ
ア
ン
」
と
し
ゃ
れ
こ
み
ま
し
た
。
18
日
に
再
度
提

燈
祭
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
見
逃
し
た
方

は
、
ぜ
ひ
来
年
見
物
し
て
く
だ
さ
い
。 

              

★
久
喜
の
提
燈
祭
り｢

天
王
様｣

は
、
旧
久
喜
町
の

鎮
守
で
あ
る
八
雲
神
社
の
祭
礼
で
す
。1

7
8
3

年
の

浅
間
山
の
大
噴
火
で
、
桑
を
は
じ
め
夏
作
物
が
全

滅
し
た
こ
と
に
よ
る
、
生
活
苦
、
社
会
不
安
な
ど

を
取
り
除
く
た
め
、
祭
礼
用
の
山
車
を
曳
き
回
し

て
豊
作
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、

2
2
0

余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
祭
り
で
す
。 

 

祭
り
は
毎
年
7
月
12
日
と
18
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
7
町
内
か
ら
7
台
の
山
車
が
繰
り
出
さ
れ
、

昼
間
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
人
形
を
山
車
の
上
に

飾
り
立
て
、
町
内
を
曳
き
回
し
ま
す
。
夜
は
、
人

形
を
取
り
は
ず
し
、
山
車
の
四
面
に
四
百
数
十
個

の
提
燈
を
飾
り
つ
け
た
、
提
燈
山
車
に
早
変
わ
り

し
ま
す
。 

 

こ
の
提
燈
山
車
は
夏
の
夜
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内

の
若
い
衆
が
、
賑
や
か
な
笛
や
鉦
・
太
鼓
の
お
囃

子
に
の
せ
、
関
東
一
と
言
わ
れ
る
山
車
を
回
転
さ

せ
た
り
し
て
、
市
内
を
巡
行
す
る
様
は
ま
さ
に
圧

巻
で
す
。 
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まず市立文書館でお勉強です  

古河公方・足利成氏眠る甘棠院 

楽しい夕食も目的の一つ 

 提灯祭り 

 

●本壱（スサノオノミコト）●本二（タケノウチノスクネ） 

●本三（ジングウコウゴウ）●仲町（オダノブナガ）      

●志ん一（ヤマトタケルノミコト）●志ん二（ジンムテンノウ） 
 

（１） 平成２２年７月２４日          郷土の会だより               第１２号 


